
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 月 
11日頃 
入梅 

 

第１８６号２０１９年６月１日発行 

㈱清水康益社 
横浜市港南区港南中央通 4-11 
☎０４５—８４２—１１４０ 
http://www.shimizukouekisha.jp 
サバス通信はホームページでもご覧になれます。 

恵
み
の
雨 

 

梅
雨
と
聞
く
と
、
私
た
ち
が
生
活
す
る
上
で
あ
ま
り
良
い
印
象
が
な
く
ス
ト
レ
ス
に
感
じ
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
カ
エ
ル
や
カ
タ
ツ
ム
リ
は
歓
迎
し
て
い
る
よ
う
で
、
雨
音
に

交
じ
っ
て
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。 

水
の
惑
星
と
呼
ば
れ
青
く
輝
く
地
球
も
そ
の
殆
ど
が
海
水
で
す
。
実
際
に
使
え
る
淡
水
は
地
球

上
に
あ
る
水
の
わ
ず
か
〇
・
〇
一
％
。
雨
水
は
貴
重
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
生
物
は
水
か
ら
で
き
て
お

り
、
梅
雨
は
生
命
の
源
で
あ
る
水
を
た
く
さ
ん
も
た
ら
し
ま
す
。 

カ
ウ
チ
に
横
た
わ
り
気
に
な
っ
て
い
た
映
画
を
観
る
。
好
き
な
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
の
テ
ィ
ー

タ
イ
ム
。
室
内
に
い
る
こ
と
な
ら
で
は
の
贅
沢
で
お
し
ゃ
れ
な
時
間
。
梅
雨
と
上
手
に
付
き
合
い

ま
し
ょ
う
。 

 

月
讀
神
社
は
武
蔵
国

む
さ
し
の
く
に

都
筑
郡

つ

づ

き
ぐ

ん

麻
生

あ

さ

お

郷ご
う

の
領
主 

小
島

こ

じ

ま

佐さ

渡
守

ど
の
か
み

が
、
天
下
泰
平
、
五
穀
豊
穣

を
祈
願
し
伊
勢
神
宮
の
別
宮
で
あ
る
月
讀
宮
の
分
霊
「
月
夜

つ

く

よ

見み
の

尊
み
こ
と

」
を
勧
請

か
ん
じ
ょ
う

し
て
、
天
文

て
ん
ぶ
ん

三
年
（
一
五
三
四
年
）
社
殿
を
建
立
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。 

宝ほ
う

永え
い

五
年
（
一
七
〇
八
年
）
の
富
士
山
噴
火
や
天
保

て
ん
ぽ
う

三
年
（
一
八
三
二
年
）
の
大
飢
饉

だ

い

き
き

ん

な

ど
に
際
し
、
し
ば
し
ば
社
殿
を
修
復
し
て
領
内
安
穏
子
孫
繁
栄
の
祈
祷
を
行
っ
た
。 

大
正
七
年
、
上
麻
生

か

み

あ
さ

お

の
熊
野
神
社
、
下
麻
生

し

も

あ
さ

お

の
日
枝
神
社
、
山
口
谷
の
白
山
社
を
合
祀

ご

う

し

し

て
、
村
社
麻
生
神
社
と
改
称
し
ま
し
た
が
、
月
讀
神
社
の
社
号
は
全
国
に
も
極
め
て
稀
な

こ
と
か
ら
、
昭
和
八
年
に
再
び
月
讀
神
社
を
称と

な

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
社
殿
の
荒
廃
が
甚
だ
し
く
な
っ
た
た
め
、
昭
和
四
十
九
年
、
鉄
骨
コ
ン
ク
リ

ー
ト
製
の
神
明
造

し
ん
め
い
づ
く
り

の
社
殿
を
新
築
、
続
い
て
玉
垣

た
ま
が
き

や
社
務
所
な
ど
が
完
成
し
ま
し
た
。 

神社･仏閣･教会紹介 
 

月讀神社 

川
崎
市
麻
生
区
上
麻
生
七
ー
三
十
八
ー
四 

 

【
株
式
会
社
清
水
康
益
社
】 

つく よみ じん じゃ 

     鳥居           社殿 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

大
山
街
道
を
歩
く 

 
五
月
十
一
日
、「
い
ま
む
か
し
ガ
イ
ド
の
会
」
主
催
の
「
大
山
街
道 

旧

二
子
・
溝
口
宿
を
歩
く
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

大
山
街
道
は
、
江
戸
城
の
赤
坂
御
門
か
ら
伊
勢
原
市
の
大
山

お
お
や
ま

阿
夫

あ

ふ

利り

神
社

じ
ん
じ
ゃ

ま
で
の
道
を
い
い
、
庶
民
の
間
で
広
ま
っ
た
「
大
山
詣
」
の
道
と
し

て
盛
ん
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
多
く
の
人
々
や
物
が
行
き
交
い
、
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
や
情
報
が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
歴
史
あ
る
街
道
で
す
。 

Ｊ
Ｒ
南
部
線
「
武
蔵
溝
ノ
口
駅
」
か
ら
西
口
商
店
街
を
通
り
、
栄
橋
を

右
折
し
て
大
山
街
道
に
出
ま
す
。
宗そ

う

隆
寺

り
ゅ
う
じ

に
は
第
一
回
人
間
国
宝
で
溝
口

生
ま
れ
の
陶
芸
家
濱
田
庄
司
の
碑
が
あ
り
ま
す
。
〝
昨
日
在
庵 

今
日
不
在 

明
日
他
行
〟
と
書
か
れ
た
碑
文
か
ら
は
、
お
お
ら
か
な
人
柄
が
う
か
が
え

ま
す
。
溝
口
神
社
に
は
樹
齢
五
〇
〇
年
以
上
と
い
わ
れ
地
域
の
人
々
に
広

く
親
し
ま
れ
て
い
る
「
長
寿
け
や
き
」
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
街
道
沿

い
に
は
防
火
・
盗
難
除
け
を
目
的
と
し
た
重
厚
な
瓦
屋
根
に
頑
丈
な
格
子

窓
を
巡
ら
し
た
「
店
蔵
造
り
」
の
商
家
が
あ
り
、
今
で
も
灰
吹
屋
、
タ
ナ
カ

ヤ
呉
服
店
、
飯
島
商
店
と
い
っ
た
店
蔵
造
り
の
建
物
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。 

大
山
街
道
添
い
に
は
歴
史
の
面
影
が
至
る
所
に
残
っ
て
い
ま
す
。
高
津

区
役
所
の
「
大
山
み
ち
ま
ち
マ
ッ
プ
」
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
名
所
旧
跡
を

訪
ね
て
、
歴
史
あ
る
街
道
を
偲
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 
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四
月
二
十
七
日
、
港
南
台
北
公
園
に
あ
る
こ
ど
も
ロ
グ
ハ
ウ
ス
「
ど
ん
ぐ

り
ハ
ウ
ス
」
で
開
館
二
十
六
周
年
を
祝
う
「
ど
ん
ぐ
り
ハ
ウ
ス
お
誕
生
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
館
内
で
は
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
輪
投
げ
、
魚
つ
り
、

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
な
ど
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
夢
中
に
な
っ
て

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
で
で
き
た
階
段
、
ら
せ
ん
す
べ
り
台
、
の
ぼ

り
棒
な
ど
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
遊
具
も
大
人
気
で
し
た
。

新
聞
紙
を
細
か
く
刻
ん
で
作
ら
れ
た
〝
新
聞
プ
ー
ル
〟
で
は
、
紙
を
思
い
っ

き
り
投
げ
合
っ
て
大
は
し
ゃ
ぎ
し
て
い
ま
し
た
。 

港
南
区
「
街
の
先
生
」
の
会 

似
顔
絵
作
家 

や
ま
さ
き
昭
先
生
も
お
祝
い

に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
似
顔
絵
は
椅
子
に
座
っ
て
、
や
ま
さ
き
先
生
と
お
し

ゃ
べ
り
を
楽
し
む
内
に
あ
っ
と
い
う
間
に
で
き
あ
が
り
ま
す
。
長
い
間
動
か

ず
我
慢
す
る
必
要
も
な
く
子
供
た
ち
に
好
評
で
し
た
。
初
め
て
描
い
て
も
ら

っ
た
似
顔
絵
を
手
に
子
供
た
ち
も
大
喜
び
で
し
た
。 

横
浜
市
の
公
園
に
は
、
各
区
に
一
つ
ず
つ
小
学
生
か
ら
中
学
生
ま
で
が
安

心
し
て
楽
し
く
遊
べ
る
「
こ
ど
も
ロ
グ
ハ
ウ
ス
」
が
あ
り
ま
す
。
館
内
に
は

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
屋
内
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
寒
い
日
や
雨
の
日
で
も

思
い
切
り
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
無
料
の
施

設
「
こ
ど
も
ロ
グ
ハ
ウ
ス
」
を
利
用
し
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

ど
ん
ぐ
り
ハ
ウ
ス
お
誕
生
会 

 
 

港南区 

 

川崎市 
高津区 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

和
泉
遊

い
ず
み
ゆ
う

水
地

す

い

ち

で
鯉
の
ぼ
り
大
会 

 
五
月
三
日
～
四
日
、「
泉
区
の
空
と
川
に
鯉
を
泳
が
す
会
」
に
よ
る
鯉
の

ぼ
り
大
会
が
和
泉
遊
水
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

相
鉄
い
ず
み
野
線
「
い
ず
み
中
央
駅
」
か
ら
和
泉
川
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
に

沿
っ
て
泉
区
役
所
北
側
の
遊
水
地
へ
向
か
い
ま
し
た
。
和
田
橋
か
ら
神
田

橋
ま
で
の
和
泉
川
は
、
花
友
水
辺
愛
護
会
の
皆
さ
ん
の
美
化
活
動
に
よ
っ

て
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て
い
て
、
た
く
さ
ん
の
鯉
が
泳
い
で
い
ま
し
た
。 

遊
水
地
に
到
着
す
る
と
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
サ
イ
ズ
の
約
四
〇
〇
匹
も

の
鯉
の
ぼ
り
が
大
空
に
舞
っ
て
い
ま
し
た
。
会
場
内
に
は
た
く
さ
ん
の
屋

台
が
立
ち
並
び
、
柏
餅
や
焼
き
鳥
、
お
も
ち
ゃ
、
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
、

地
場
野
菜
、
苗
、
花
な
ど
が
売
ら
れ
て
お
り
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
芝
生

に
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
を
広
げ
て
、
鯉
の
ぼ
り
を
見
上
げ
な
が
ら
お
昼
ご
飯

を
楽
し
む
家
族
連
れ
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。 

今
で
は
鯉
の
ぼ
り
を
見
か
け
る
機
会
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
大
空
を

泳
ぐ
色
と
り
ど
り
の
鯉
の
ぼ
り
を
眺
め
て
い
る
と
、
幼
い
頃
の
記
憶
が
よ

み
が
え
り
ま
す
。
男
児
の
出
世
と
健
康
を
願
う
鯉
の
ぼ
り
。
間
近
で
泳
ぐ

雄
大
な
姿
は
感
動
的
で
す
。 

泉区 
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つ
つ
じ
の
お
寺 

安
養
院

あ
ん
よ
う
い
ん 

鎌倉市 

 

 

五
月
一
日
、
ツ
ツ
ジ
で
有
名
な
お
寺 

浄
土
宗 

安
養
院
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
Ｊ
Ｒ
横
須
賀
線
「
鎌
倉
駅
」
東
口
を
出
て
、
若
宮

わ
か
み
や

大
路

お

お

じ

か
ら
県
道
三
一
一

号
鎌
倉
葉
山
線
を
東
に
入
る
と
、
約
十
五
分
で
安
養
院
を
取
り
囲
む
見
事
な

ツ
ツ
ジ
が
見
え
て
き
ま
す
。
山
門
を
く
ぐ
る
と
、
そ
こ
は
別
世
界
。
目
に
も

鮮
や
か
な
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ
が
「
つ
つ
じ
の
お
寺
」
と
呼
ぶ
に
相
応
し

く
境
内
を
埋
め
尽
く
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
境
内
に
は
鎌
倉
市
天
然
記
念

物
樹
齢
七
〇
〇
年
を
こ
え
る
巨
木
マ
キ
が
あ
り
、
安
養
院
を
静
か
に
見
守
っ

て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。 

本
堂
裏
手
に
は
、
国
の
重
要
文
化
財
鎌
倉
最
古
の
石
塔

せ
き
と
う

と
北
条
政
子
の
墓

と
さ
れ
る
石
塔
が
あ
り
、
歴
史
的
建
造
物
と
ツ
ツ
ジ
の
調
和
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。 

古
刹

こ

さ

つ

と
い
わ
れ
る
寺
院
に
は
厳
か
で
独
特
の
空
気
感
が
あ
り
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。
心
行
く
ま
で
ツ
ツ
ジ
を
堪
能
す
る
こ
と

が
で
き
、
古
都
鎌
倉
の
春
の
一
日
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 



 
 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女 声 合 唱 教 室 
 

      松田 けい子 先生  
指揮・指導 松田 けい子 

ピアノ伴奏 杉山 美穂 

 楽しく歌って若々しくをモットーに 

和気あいあい歌っています。只今、メンバー

を大募集中です。 貴女もご一緒に！！ 

 ♪女声合唱「それいゆ」 

◆日 時 毎月第 2・第 3 火曜日  

午前 10 時～12 時 

◆場 所 永谷地区センター 

♪お気軽に一度ご見学ください。 

◆問合先 松田けい子 ＴＥＬ 045-353-7584 

パ ス テ ル 画 教 室  
 

     小芝 恵美 先生  
下描きしないで指でぼかし 

ながら描いていきます。 

初心者歓迎・無料体験あります。 

☆港南中央教室 

（毎月第 1・第 3 水曜日）10 時～11 時 30 分 

☆芹が谷教室 

（毎月第 2・第 4 火曜日）13 時～14 時 30 分 

その他に野庭教室、港南台教室があります。 

詳細はお気軽にお問い合わせください。 

◆問合先 (パステル桜)小芝恵美 045-845-4812 

港南区「街の先生」の会 お知らせ 
No.65 

 

 

 

 あなたと一緒に 
生涯学習 

 
    吉岡 幸恵 先生  
☆港南台コミュニティハウス 

☆野庭地域ケアプラザ 

☆舞岡地区センター 

生花、プリザーブドフラワー、 

ドライフラワー、アーティフィシャルフラワーなど

月に一回行っています。お気軽にご連絡ください。 

◆問合先 吉岡幸恵 ＴＥＬ 045-843-6540 

フラワーアレンジメント教室

教 室 

私たち港南区「街の先生」 
の会は、持っている豊富な 
知識・技術・体験を基に、 
多くの活動から育んだ「人 

ネットワーク」を財産に、区民の皆様のお役 
に立つ生涯学習支援者として、自らも学びな 
がら地域社会に貢献したいと願っています。 
どうぞ、ご一緒に！ 

愉 快 な 似 顔 絵 

 
やまさき 昭 先生 

 
似顔絵を描いています。 

【ワイワイフェスタ初日】 

 ◆日 時 6 月 29 日(土) 12 時～15 時 

 ◆場 所 日野中央公園(港南区日野中央 2-2-1) 

～「街の先生」募集中～ 
 
港南区近隣で教室を開いている方で、 
港南区が提唱する「街のアドバイザー」 
に登録、又は登録できる先生……私たち 
と一緒に活動しませんか！ 
問合先 ＴＥＬ 045-843-6540／吉岡幸恵 

 

 

 

       野口 裕子 先生  
「真っ白なうつわを好きなように彩って、あな

ただけのテーブルウェアをつくる」それがポー

セラーツです。シール感覚で使える転写紙を切

り貼りして絵柄を付けるので、絵に自信のない

方でも楽しんで学べます。 

お気軽にお問い合わせください! 

◆場 所 港南区港南台（自宅） 

◆問合先 ＴＥＬ 045-832-9286 

ポ ー セ ラ ー ツ 教 室 

－三ツ沢下町－横浜－桜木町－関内－弘明寺－上大岡－港南中央－上永谷－下永谷－舞岡－戸塚 

三井住友信託銀行 

港南台駅前支店 ロビー展 

 

小野かつよ先生 シャドウボックス 

小芝 恵美先生 パステル画 

やまさき昭先生 似顔絵 

石崎 杏華先生 書道 
 
◆期 間 ６月１日(土)～28 日(金) 

 9 時~15 時 

お近くにいらした方は、ぜひ、 

お立ち寄りください。力作ぞろいです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

サバス通信は、横浜市営地下鉄(ブルーライン) 改札口 フリーポストにあります。 片倉町－三ツ沢上町 

◆消防団とは 
消防団員は、常勤の消防職員とは異なり普段は本 

業の仕事や家事を行いながら、その居住地、勤務 

地に密着した地域防災の中核として、消火や救助 

などの災害時に活動する非常勤の地方公務員です。 

◆消防団の活動 
〔普段の活動〕学校での救命講習や町内会単位で 

実施するイベントでの防火・防災講習など、地域 

の皆様と身近なところで活動しています。 
 
◆災害発生時の活動 
火災発生時の消火活動のほか、地震や風水害など 

の自然災害発生時の救助・救出活動、警戒活動、 

避難誘導などを行っています。 

◆報酬等 
年額報酬・出動報酬といった活動に対する報酬が 

支給されるとともに、消防団活動中において負傷 

した場合などの補償制度があります。 

また、「かながわ消防団応援の店」などの消防団 

活動を応援していただいている各店舗等からの 

サービスが受けられます（詳しくはホームページ 

『かながわ消防団応援の店』をご覧ください）。 

港南消防団では地域防災力を向上させるため、消防団員を募集しています。 

防火・防災活動にご協力いただける方はぜひ連絡ください。 

【港南消防団 定数 285 人 令和元年６月 1 日現在 285 人】 

 

 

◆港南消防団員への入団要件 
・港南区内にお住まいの方（勤務先等が区外、 

市外でも大丈夫です） 

・港南区内に通勤･通学されている方（お住まい 

が港南区外でも大丈夫です） 

上記のどちらかの条件で、18 歳から 70 歳未満 

の健康な方であれば、男女問わず 

どなたでも港南消防団員になることができます。 

 
問い合わせは  

港南消防署 庶務課 消防団係 

TEL 045-844-0119 

 港南消防団 女性消防団員研修  
 
 

5 月 12 日、港南消防署において港南消

防団女性消防団員研修が行われました。

１．訓練礼式は安全を確実にするための基

本動作の訓練で、基本姿勢・休め・方向転

換・敬礼・集合解散の訓練が行われました。

２．無線機取扱訓練は災害時の無線通信要

領に基づくもので、出場・現場到着・状況・

引揚げ報告を無線機を使用して分団本部

と交信しました。 

３. ホース取扱訓練では、筒先の取扱い、

ホース延長と搬送の訓練を行いました。 

参加した女性団員は「訓練礼式は班に戻っ

て身に付くまで練習したいと思います。同

僚たちと一緒に訓練することで消防団員

としての自覚を再認識することができま

した。」と話していました。 

平日の昼間は参集できる消防団員に限

りがあります。そうした時、女性消防団員

の活躍があれば、より一層被害を防ぐこと

ができます。女性消防団員研修は災害対応

力の向上に大いに繋がると思いました。 
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第
一
二
八
回 

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
イ
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【16】 【21】 縦・横・太枠内に、１から９までの数字が 

一つずつ入ります。二重枠の数字を足した 

数が答えです。難問・レギュラーと明記し 

葉書に答えを記入のうえ「〒233-0004  

横浜市港南区港南中央通 4-11 ㈱清水康益社 

サバス通信編集部」へ。難問正解 7 回達成、 

レギュラー正解１0 回達成毎 

に粗品を進呈いたします。 

～難問を期待されている皆様へ～ 
今月は難問とはいえません。「祝令和」でお許しを！ 

御便りを 
書き添えてね 

※
締
め
切
り
六
月
二
十
五
日
消
印
有
効 

1 7 2

3 8 9

5 4 6

作り方 

①オアシスをボール型に６～７㎝の球状にカットする。 

②針金をオアシスの真ん中に通します。 

③アートフラワーの小花を全面にボンドで付けます。小花の

足元を 1㎝ほど残すとオアシスに押しやすいです。 

④お花のボールができたら空間にぶらさげてみて下さい。 

 

アートオブジェ 
 

磯子センター 横浜市磯子区磯子 2-29-29 TEL045-750-0879 FAX045-754-8791 

 

冠婚葬祭用生花専門店 株 式 会 社 花久本店 

〖コーセイ会 フラワーアレンジメント講師 今井久子先生作品〗 
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 第

一
二
七
回
（
五
月
一
日
号
） 

ナ
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バ
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プ
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イ
ス
解
答 

 

必要なもの 

・オアシス  ・アートフラワー 

・ボンド   ・針金 

のびのびになっていた衣替えも終わり、そろそろ庭の草むしり、ガーデニングと、

予定は未定で・・・。梅雨に入ってしまうかもと、焦る日々です。 

今回は、メンテナンスや水入れが不要の“アートオブジェ”のご紹介です。 

じめじめした梅雨も明るく過ごせます。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
                                                                

 

 

 

    
 

 

桜木町でいつも遅れて来るＨと待ち合わせ、フト目についたサバス通信。パラパラとめくって 

みつけたナンバープレイス。時間つぶしにちょうど良い。初めは二人で難問に挑戦。Ｈはすぐに 

投稿をしてすでに沢山のプレゼントを受けとって大変喜んでいます。私は 80 歳を記念にいつまで 

続くかわからないけれど初めて投稿してみました。もしかして 3 回ぼうずかもしれませんけれど 

まあよろしくお願い致します。                   （南区大岡 K.Ｓ.さん） 
 
 
 

はじめまして いつも遅れて来るＨさんにナンバープレイスでは 

先を越されたようですね。 

Ｋ.Ｓ.さんもプレゼントに囲まれてみてはいかがでしょうか。 

三回坊主とおっしゃらず立派な坊主になってくださいませ。 

（サバス通信編集部） 

 身の回りでおきた心温まるエピソード・港南区や近隣の穴場紹介・御薦めの料理レシピ・当社

に対する御質問などありましたら 「〒233-0004 横浜市港南区港南中央通 4-11   ㈱清水康益社 

サバス通信編集部」まで御寄せください！！ 御待ちしております。 

なお、ご希望の方には郵送するサービスも行っていますので、お気軽にお問い合わせください。 

『サバス通信』を、もっともっと身近なものに感じていただけたら幸いです。 ☎045-842-1140 

読者のすゝめ 
6 月から 7 月にかけて見ごろを迎えるあじさい。ちょうど梅雨の時期… 

雨の日でも美しく咲き誇る景観が楽しめるアジサイを読者の方からの情報をもとに紹介します。 

金沢区 八景島 
 

金沢区内のアジサイの名所は 

八景島が良いと思います。 

種類は沢山ありますね。 

（金沢区六浦 Ｏ.Ｍ.さん） 
 

所在地 横浜市金沢区八景島 

 八景島シーパラダイス 

電 話 045-788-8888 

交 通 シーサイドライン 

八景島駅より徒歩すぐ 

鎌倉市 成就院 
 

江ノ電極楽寺駅下車、 

成就院がいいようです。 

（港南区上永谷 Ｏ.Ｔ.さん） 
 

所在地 鎌倉市極楽寺 1-1-5 

電 話 0467-22-3401 

交 通 江ノ電 

極楽寺駅より徒歩 3 分 



                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

 

 

入会金５００円 年会費１,５００円にて受付中 

・初年度は入会金と年会費 3 年分をあわせて 5,000 円前納 

していただきます。会員更新は 1 年毎となっております。 

・各教室の会場は、清水康益社サバスホール内です。 

和服着付   講師 村田 久美子【日本きもの着付士協会】 

書  道   講師 河村 久子   【全日本新芸書道会】 

社交ダンス  指導 男性・女性２人の講師がお教えします 

【日本ボールルームダンス協会】 

ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ 講師 今井 久子 

【松月堂古流日本総会頭、神奈川県職業訓練指導員ﾌﾗﾜｰ装飾科  

日本ﾌﾗﾜｰﾃﾞｻﾞｲﾅｰ協会講師、フラワー装飾一級技能士】 

煎茶道･聞香･古典遊戯･茶道 講師 乾 實道(宗實) 

【横浜文化教室】  

※清水康益社コーセイ会事務局 篠原 Tel. 045-842-1140 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 

一日体験できます。お気軽にご相談ください。 
教室名 日 程 時 間 参加費 備 考 

 
和服着付 ６月６日(木) 

７月４日(木) 

 
14:00~16:00 

 
無料 

 

 
書  道 

６月 11 日(火)  

７月 16 日(火) 

 
16:00~18:00 

 
本代 1 ヶ月 500 円 

 
道具持参ください 

 
社交ダンス ６月８日(土)      ・22 日(土) 

７月 13 日(土)・27 日(土) 

 

10:30~12:00 

 
無料 

 
シューズ持参ください 

 
ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ ６月 24 日(月) 

７月 23 日(火) 

 
13:30~15:00 

 
材料費 1500 円のみ 

3 日前までに電話連絡 

スリッパ持参ください 
 

煎 茶 道 ６月 10 日(月)・24 日(月) 

７月８日(月)     ・22 日(月) 

 
10:30~12:30 

茶菓子代 1000 円/回  

※主/干菓子付き 

3 日前までに連絡 

※月 1 参加可 
 

聞  香 ６月 27 日(木) 

７月 25 日(木) 

 
14:00~16:00 

香木・茶菓子代 

2000 円/回 

3 日前までに連絡 

※香道/黄檗/茶道 式 
 

古典遊戯 ６月 14 日(金) 

７月 12 日(金) 

 
13:30~15:30 

 
茶菓子代 1000 円/回  

3 日前までに連絡 

※投扇興･貝合･盤双六･盆石 
 

茶道体験 ６月 11 日(火)・12 日(水) 

７月９日(火)     ・10 日(水) 

 
13:30~15:00 

2000 円/回 

※コーセイ会員は半額 

3 日前までに連絡 

※客作法 

 

今井久子先生 
 
何か新しい 

挑戦をして 

みるには最 

高の季節で 

すね。 

サバスホールのコーセイ会は、そん

なあなたを応援してくれます。 

自分を磨く事をしてる人っていくつ

になっても若く、ステキですね。フ

ラワーアレンジメント教室の方々は

明るくポジティブな方ばかりです。

初めての回でも皆さんとの“和と輪”

になじめます。 

「令和であります！」元年からはじ

めましょう。フラワーアレンジメン

ト教室でお待ちしてます！！ 

お問合せ ： 港南消防署庶務課消防団係 
電話／FAX 045-844-0119 


